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１ 「高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発」事業とは？ 

当事業は、いわき産農林産物の魅力を広く発信するとともに、新型コロナウイルス感染症の影響

により困難な状況に直面している農家や飲食店の皆さまを応援するため、いわき市内の高校生と飲

食店・スーパー（以下、「協力店」）がいわき産「トマト・ネギ・きのこ・米（Iwaki Laiki）」をテー

マ食材としたテイクアウト商品を共同開発し、広く提供するものです。 

 

２ オリジナルレシピ募集～書類審査【令和３年 9～11 月】 

テーマ食材を使ったオリジナルレシピを市内の高校生から募集したところ、市内外９校から 61

作品の応募がありました。協力店５店舖が書類審査を行いましたが、どの作品も高校生のユニーク

なアイデアがたくさん詰まった素晴らしいものであったため、協力店では頭を悩ませながらの審査

となりました。 

 

３ 高校生と協力店による商品開発【令和３年 11～12 月】 

書類審査を通過した５作品

は、それぞれ、高校生と協力店に

よりメニューの共同開発が進め

られました。話し合いや試作品

の試食などを通して、味付けや

彩り、食材の切り方、容器など高

校生のこだわりを細部まで確認

しつつ、協力店のアドバイスを

踏まえながら約１か月間のブラッシュアップを経て、双方が納得のいく商品が完成しました。  

・〔特集〕第２回高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発 ･･p.１ 

・〔各種取組の実績（２～３月分）〕･･････････････p.４～ 

〔お知らせ・連載記事〕 

・いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果･････p.６ 

・いわき地方の出荷制限等品目･･････････････････p.６ 

・山菜等の出荷制限について････････････････････p.６ 

・補助事業のお知らせ･･････････････････････････p.７ 

・頑張る！新規就農者 Interview！！････････････p.８ 

・高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発優秀レシピ紹介････p.９ 

・いわきハタチ酒プロジェクト・第４期･･････････p.10 

・ふくしま追悼復興祈念行事が行われました･･････p.11 

・退職・転出者一覧････････････････････････････p.12 

・６次化商品紹介･‥･････････‥････････････････p.13 

 

令和４年３月号（第 20５号） 発行 ３月２４日 

ふくしまからはじめよう。 

『食』と『ふるさと』新生運動ニュース 

 「親バカトマト」出荷に 

向けて色づいています。 

関連記事は p.８！ 

（具材の種類や配置の検討（マルト）） （高校生のこだわりの確認（あん庵）） 
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４ 開発商品をお披露目【令和 4 年 2 月 5 日（土）】 

県いわき合同庁舎において、開発した５つの商品のお披露目会を開催しました。 

当日は、主催者である岡部所長と来賓のいわき市長の挨拶の後、高校生と協力

店が各商品の PR を行いました。商品に対するこだわりや開発にあたっての感想

などが紹介され、商品開発を通じてお互いに刺激を受けた様子がうかがえました。 

このほか、副賞として JA 福島さ

くらいわき地区本部からいわきの

特産物セット、常磐共同ガス株式会社からスパリゾー

トハワイアンズのチケットが贈られ、高校生たちはと

ても喜んでいました。 

さらに、テレビ局や新聞社などの各メディアが高校

生や協力店にインタビュー取材を行いました。 

＜各商品の PR 内容＞ 

① カレー風味のエビピラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

② フラパオライス～ALL いわき～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ Iwaki たっぷりハヤシライス  

（岡部所長挨拶） 

 

○考案者：磐城農業高校 蛭田伊織さん 

米を固めに炊くことでピラフ特有のパラパラ

感を出したことと、玉ねぎの代わりにいわき産

の長ねぎを使ったことがポイントです。 

○協力店：(株)マルト 星野卓司工場長 

盛り付けや味付け、トッピングなどについて

何度も打合せを重ね、蛭田さんの意向にできる

限り沿えるよう試行錯誤しました。 

 

○考案者：小名浜海星高校 小澤みくさん、 

小野明奈さん、金子亜里沙さん 

シェフのアドバイスをもとに、彩りやいわき

らしさが伝わるネーミングにこだわりました。 

○協力店：ダイニングキッチン月海-Ruu- 

今野詠史シェフ 

ほぼすべての食材にいわき産を使用し、いわ

きで長く食べてもらいたいという期待を込め

て改良しました。 

 

○考案者：湯本高校 鷺綾香さん 

トマトの濃厚さ、ネギの甘さ、きのこの食感

が絶妙にマッチし、プロの力により、より一層

美味しく仕上がりました。 

○協力店：ビストロ あん庵 松本智シェフ 

鷺さんがいわきの食材をよく調べ、それを生

かした商品によく仕上がっていると思いまし

た。 

（開発した商品を PR！） 
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④ トマトバーグのみそクリーム仕立て 

 

⑤ いわきポーポーライスバーガー 

 

 

５ 実食キャンペーン【令和４年２月７日（月）～23 日（水・祝）】 

 実食キャンペーンを開催し、各協力店において開発商品を販売しました。どの店舗でも大好評で、

中には予約待ちとなる店舗もありました。また、商品を購入し、アンケートに回答いただいた 140

名の中から抽選で 10 名に「いわき特産品セット」をプレゼントし、こちらも大変好評でした。 

 

６ おわりに 

当事業にご応募いただいた高校生・関係者の皆さまや、全面的にご協力いただいた飲食店等の皆

さま、運営にご協力いただいた協賛・後援の皆さまに改めて感謝を申し上げます。 

当所では、今後もいわき地域の高校生や飲食店・スーパーの皆さまなどのご協力をいただきなが

ら、いわき産農林産物の魅力を PR してまいります。                （企画部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○考案者：磐城桜が丘高校 滝若菜さん 

ハンバーグは柔らかいだけではなく、しいた

けの食感も楽しめるようにし、上にトマトをの

せて味にアクセントをつけました。 

○協力店：DELICA CAFE kibaco 

佐藤浩二シェフ 

滝さんが考案した“みそマヨ”のアイデアを

“みそクリームソース”に改良し、より食べや

すいハンバーグになるよう工夫しました。 

 

○考案者：いわき光洋高校 飯塚愛菜さん 

いわきの郷土料理「サンマのポーポー焼き」

を手軽に食べてもらうため、Iwaki Laiki を使っ

たライスバーガーを考案しました。 

○協力店：ごはんカフェ きゅういち 

遠藤玲子シェフ 

飯塚さんが考案した２種類のディップソー

スがライスバーガーによく合い、最後まで飽き

ずに美味しく食べられます。 

（高校生・関係者の集合写真） 

レシピ集を公開しました 

商品化されたレシピ 5 作品

を含む計 10 作品を収録して

います。ぜひご家庭で調理し

てみてください！ 

ダウンロードは 

こちら→ 
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いわき市役所において、いわき市農林業賞表彰

式が開催されました。この賞は、いわき市の農林

業の発展や農村社会の近代化に意欲的に取り組

み、顕著な業績を上げた方を表彰するものです。

今年で 45 回目を迎え、これまでに 158 名、45

の団体が表彰されました。 

今回表彰を受けたのは、個人・団体の部で小川

町の平塚
ひ ら つ か

宏
ひろむ

さん、青年の部で錦町の助川
す け が わ

成光
な り み つ

さん、

貢献の部で勿来町の株式会社荒川材木店さんの２

名、１団体です。 

平塚さんは、水稲の作付や作業受託を主に行って

おり、大型営農機器の導入や農業用ドローンの導入による農薬散布の実施など、ほ場や作業所にお

ける営農作業の効率化を図っています。さらに、令和３年10月にFGAPを取得し、環境保全型農業

の実践や生産工程の安全性確保に努めているほか、小川町における地域振興などで中心的な役割を

担っています。 

助川さんは、水稲とハウスによるトマト栽培を行っており、特に土耕栽培にこだわった完熟大玉

トマトを「親バカトマト」のブランドで販売しています。新型コロナウイルス感染症による社会の変

化にも柔軟に対応し、トラックによる移動販売の取組を開始したほか、平成 29 年度にエコファー

マー認定、平成 30年度に FGAP を取得するなど、今後もいわき市農業の中心的な担い手としての

活躍が期待されます。 

株式会社荒川材木店は、創業以来、良質な丸太を生産し、建築用材等の製材品を供給することで、

いわき産の木材を活用した居宅建築等に貢献してきました。さらに令和３年４月１日から施行され

ている「いわき市豊かな森づくり・木づかい条例」の策定に携わり、東京2020オリンピック競技大

会の選手村建材として本市産の木材を提供するなど、近年の活躍が特に評価されました。 

今後も、地域農林業のけん引役として、皆さまの更なるご活躍を期待します。     （企画部） 

いわき市鹿島町パレスいわやにおいて、いわき市森林組合の第 52 回通
常総代会が開催され、会の冒頭で、いわき市森林組合林業コンクール入賞
者の表彰が行われました。 
このコンクールは、自ら林業経営を行っている森林組合員の林業技術の

向上と、林業経営の改善を図ることを目的として毎年開催されています。 
 

本年度のコンクールには、造林技術部門で３
名、間伐技術部門で５名の参加者があり、当所
からも審査員を派遣し現地審査を行ったとこ
ろ、以下の方の入賞が決まったものです。 
 当日の表彰では、いわき市長、当事務所長、いわき市森林組合代表理事
組合長から入賞者へ賞状の伝達が行われました。 
 今回入賞された皆さま、おめでとうございます。今後も、いわき市の林
業振興に御尽力をお願いします。            （森林林業部） 

 造林技術部門 間伐技術部門 

いわき市長賞 松﨑 正一郎（三和町） 緑川  平隆（田人町） 

福島県いわき農林事務所長賞 荻 野  誠（三和町） 荻野  忠彦（三和町） 

いわき市森林組合長賞 新妻  一男（大久町） 平山  善雄（三和町） 

い わ き 市 農 林 業 賞  表 彰 式        〔３月 18 日（金）〕 

いわき市森林組合林業コンクール          〔３月 14 日（月）〕 

（受賞者と内田市長の集合写真） 

褒賞 部門 

（荻野 誠 様） 

（荻野 忠彦 様） 

入
賞
者
一
覧 
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スマート農業の推進を図るため、農研機構が開発した「通い農業支援システム」について紹介する

「スマート農業ワークショップ」を、県農業総合センター浜地域農業再生研究センターとの共催で

開催しました。「通い農業支援システム」とは、ハウス内環境（温度、湿度等）を安価（２万円程度）

にスマホで確認できる遠隔監視システムです。 

 まず、本システムの開発者である農研機構東北農業研究センターの山下研究員と稲葉研究員から、

システムの概要や導入効果等についてお話をいただきました。その後、いわき市及び浪江町での事

例について当所及び県農業総合センター職員より報

告しました。 

 本システムの機器の設定や温度の通知を実際に体

験するワークショップでは、参加した農業者が積極的

に質問するなど、本システムへの興味の高さが感じら

れました。 

 当所では、通い農業支援システムを含めスマート農

業について引き続き推進を図り、地域の抱える課題の

解決に向けて支援してまいります。（農業振興普及部） 

 

イオンスタイルいわき小名浜において、「絶品！福島！水産加工

品プロジェクト」の実証販売が実施されました（本プロジェクトの

詳細については、令和３年７月号、12月号を参照）。当日は、２

月 10 日に開催された新商品発表会において「ふくしま海の逸品」

として認定された下表の５品が店頭に並び、売場は多くの買い物

客で賑わいました。 

 

本プロジェクトは次年度も継続する予定で、魅力ある新商品が

続々と誕生していきます。水産加工品の更なるシェア回復のため

には、情報発信力が重要となってきます。 

より一層の皆さまのご協力をよろしくお願いします。 

（水産事務所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

商 品 名 開 発 団 体 

常磐もの出汁、常磐だしつゆ、常磐白だしつゆ （有）上野台豊商店 

”常磐もの” 一夜干し「ほしのうた」 （合）はまから 

かつおの焼き浸し 福島県漁業協同組合連合会 

金曜日の煮凝り （株）おのざき 

いわきからあげ （有）海幸 

スマート農業ワークショップを開催          〔３月１日（火）〕 

絶品！福島！水産加工品プロジェクト 実証販売   〔２月 19 日（土）、20 日（日）〕 

（通い農業支援システムを体験する農業者） 

（常磐もの出汁、常磐だしつゆ、常磐白だしつゆ） 

（”常磐もの” 一夜干し「ほしのうた」） 
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□ 農林畜産物の検査結果 
令和４年２月の農林畜産物モニタリング検査では、７品目 12 検体を検査し、全ての検体について放射 

性セシウムは検出されませんでした。内訳は（表１）のとおりです。 
（企画部） 

 
 
 

□ 海産魚介類の検査結果 
令和４年２月の水産物モニタリング検査では、146 検体の海産魚介類を検査し、全ての検体について放射

性セシウムは検出されませんでした。                         （水産事務所） 

令和４年２月末現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷制限等の対象となっている品目は（表２）の
とおりです。 
 出荷制限等品目は、出荷・販売だけでなく、宿泊施設等での提供や加工用原材料として使用することもでき
ません。また、自主検査等により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷・販売はできませんのでご注意 
ください。                                        （企画部） 
 

 

 

山菜が発生する時期を迎えましたが、いわき市においては、山菜の一部が出荷制限等の対象となっています

ので、採取者や直売所担当者の皆さまにおかれましては、次の点に留意するようお願いします。 

１ 出荷制限について 

現在、いわき市産の山菜のうち、出荷が制限等されている品目は上記（表２）のとおりです。これらの 

品目は地域全体としての安全性が確認されていないことから、出荷制限等は今シーズンも継続しています。

そのため、 

●団体や個人においての自主検査により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷や販売等はできません。 

●無償の譲渡や、インターネット（フリマアプリ等）による個人売買も出荷に該当するため、できません。 

●出荷・販売だけでなく、飲食店や宿泊施設等での提供や加工用原材料としても使用できません。 

 なお、出荷制限等品目は市町村ごとに定められていますので、他の市町村の状況は県HP｢ふくしま復興ステ

ーション」（https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/mon-kekka.html）で確認してください。 

２ 出荷制限等品目以外の山菜について 

県において緊急時環境放射線モニタリング検査を実施しており、今シーズンのモニタリング 

検査結果を確認のうえ出荷・販売するようお願いします。モニタリング検査の結果は、新聞や 

県ホームページ「ふくしま復興ステーション」で公表されます。        （森林林業部） 

制限、自粛 区 分 品 目 

出荷制限 

山 菜 
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、わらび（野生のものに限る）※ 

こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ 

海産魚介類 クロソイ 

出荷自粛 山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

お 知 ら せ 

（表１）品目と検体数 

 
ネギ１、ニンジン１、イチゴ（施設）１，シュンギク（施設）１、サトイモ１、牛肉６、原乳１ 

 

（表２）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和４年２月末現在） 

※わらび（栽培）で出荷・販売できるものは、安全性が確認されたほ場で生産されたものに限ります。 

（市内該当生産者 15 名のみ） 

 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（令和４年２月分）  

いわき地方の出荷制限等品目  

山菜等の出荷制限について   

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/mon-kekka.html
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県産農林水産物の販売促進活動等を支援する「『ふくしまプライド。』県産農林水産物販売力強化支援事業」

の活動団体の募集を予定しています。募集期間は４月初め～中旬頃を予定していますので、関心のある方は当

所企画部までお問い合わせください。                           （企画部） 

１ 概要 

県内の民間団体・県域等農業団体が県産農産物（加工品を含む）の価値を伝え、販売・消費の拡大を図る

ため、国内において実施する県産農林水産物の販売促進活動やパッケージの作成など産地や生産物の魅力が

消費者に伝わる商品づくりに対して支援します。 

２ 事業内容・補助額 

国内において実施する県産農林水産物の販売促進等に係る活動。 

○民間団体事業補助額：上限 70 万円 

           ↓ 

さらに、GAP による生産物の PR や販売促進の取組を行う場合には、補助上限額が 50 万円かさ上げ

となり、最大で 120 万円の支援が可能となる予定です。 

３ 補助対象経費 

事業委託費、広報費、旅費、資材作成費、デザイン費、試作費、ウェブサイト作成・維持費、調査費、

イベント運営経費、謝金、通信運搬費、保険料、施設借料、試食等サンプル経費、車両借上料、消耗品

費 等 

４ 対象となる民間団体 

県内に主たる事務所を置く特定非営利活動法人、事業協

同組合、企業組合、公益社団法人、公益財団法人、一般社団

法人、一般財団法人、２戸以上の農林漁業者や商工業者が

組織する任意団体 等 

当所では、Instagram・Facebook を活用して様々な情報をお伝えしています。 

下記の QR コードから是非フォローをお願いします。（写真は今月投稿したものの一例です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ふくしまプライド。」県産農林水産物販売力強化支援事業について  

いわき農林事務所公式 Instagram・Facebook 

Instagram 

Facebook 

（企画部） 

お問い合わせ 

いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課 

TEL 0246-24-6197 

FAX 0246-24-6196 
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いわき市錦町にある農事組合法人 菊田の郷 助川農園（p.12 地図参照）の助川成光さん（p.4の

記事も併せてごらんください）のもとで新規就農研修を受けている根本一仁さんにインタビューし

ました！ 

インタビュアー：農業を志したきっかけは？  

一仁さん：実家が農家なのですが、家を継ぐことは特に考えて 

いませんでした。しかし、2019 年の東日本台風で実家のビニー

ルハウスが流され、建て直す話が出たときに、実家の野菜が好き

だったこともあり、自分が農業をやろうと考えました。 

※ 根本さんの実家があるいわき市小川地区は、浸水や土砂流入など 

大きな被害を受けました。 

インタビュアー：研修ではどのようなことをされていますか？ 

一仁さん：一昨年の８月から研修を受けていますが、作業のロー

テーションを覚え、いかに早くきれいに作業をするかを学んで 

います。作業車の操作とハウスの温度管理が特に難しく感じて 

います。 

インタビュアー：農業に携わっていて喜びを感じる瞬間を教えて

ください。  

一仁さん：野菜は手入れした分成長してくれるので、そこにやり

がいを感じます。また、実家でも「親バカトマト」※を出荷して 

いるのですが、お客さんに「おいしい」「親バカトマト良いよね！」と言ってもらえると、とても 

嬉しいです。 

※ 「福島県特別栽培農産物」の認定を受けた高糖度のトマトで、「親バカですが我が家の『自慢』のトマト

です」略して｢親バカトマト｣のブランド名で販売されています。 

インタビュアー：研修先の印象はいかがですか？ 

一仁さん：規模がとても大きく、収益に繋げていてすごいなと 

思います。土耕栽培へのこだわりも感じ、色々と勉強させてもら

っています。 

インタビュアー：今後の目標を教えてください。 

一仁さん：助川農園と同じくらい大規模でトマトを栽培するのが

目標です。そして、親バカトマトを日本一にしたいです！ 

インタビュアー：最後に、新規就農を考えている方へひとこと 

メッセージをお願いします。 

一仁さん：農業は自分がやったことがやった分だけ返ってくる 

ので、とても喜びややりがいを感じることができる仕事です。 

インタビュアー：ありがとうございました。これからも応援 

しています！                  （企画部） 

 

頑張る！新規就農者 Interview！！  Vol.４  

根本
ね も と

 一
かず

仁
ひと

さん（31） 

出 身 地：いわき市 
好きな野菜：トマト、ブロッコリー

ナス 
苦手な野菜：特に無し 

（作業中の根本さん） 

（助川農園の「親バカトマト」） 
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 今年度実施した第２回高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発事業で地元の高校生と飲食店・スーパー

がコラボして開発した商品のレシピを紹介します！ 

（いつもの編集 T による紹介はこれで最後！次回以降は次の編集担当に任せます！） 

今月は、ダイニングキッチン月海～Ruu～で商品化され、「フラパオライス～ALL いわき～」のオリジナル

レシピ※を紹介します。 

※応募があった時のメニューを紹介していますので、商品化したレシピではありません。   （企画部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発

優秀レシピ紹介コーナー Vol．Final 

【ガパオライス】 

ライムが良いアクセントになっ

て、美味しくできました。 

バジルはスーパーなどで売ってい

るスイートバジルを使いました

が、本場タイでは、ホーリーバジル

という品種が使われているそうで

す。（編集 T） 
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「いわきハタチ酒プロジェクト・第４期」（主催：

いわきハタチ酒プロジェクト実行委員会）は、次世

代の飲み手（20 歳前後の若者たち）に日本酒に親し

んでもらい、酒米の栽培から日本酒の仕込みまでを

全ていわきで体験してもらう活動です。 

昨年５月に田植え、10 月に稲刈りを実施し、今回

は、ハタチ酒を醸造する「太平桜酒造（常磐下湯長谷

町）」（p.12 地図参照）において、「上槽（じょうそ

う）」という作業を体験しました。 （上槽前のタンク内の醪（もろみ）※） 

（上槽の作業を体験する参加者） 

今期も昨期に続き、コロナ禍で活動が難しいシー

ズンとなりましたが、今年の新酒も香り高く、味わ

い深い逸品に仕上がっているそうです。 

今期の新酒の販売については、次号でお知らせし

ます。 

当所では、今後も「いわきハタチ酒プロジェクト」

を応援してまいります。 

●取材日：２月 23 日（企画部・農業振興普及部） 

 
（濾過されたお酒がすこしずつ出てきます） 
この時点ではまだ雑味や固形物が残っています 

☆ハタチ酒プロジェクトは、新年度から「第５期」活動をスタートします。参加者の募集を開始して

いますので、これまでの活動・今後の予定と合わせて、ハタチ酒の「Facebook」をご覧ください。 

URL：https://www.facebook.com/iwaki20sake                     

※ 醪（もろみ）･･･日本酒や味噌などを作る工程で、酒母、麹、水などの原料が発酵している状態のもののこと。 

上槽とは、熟成した醪（もろみ）を絞り、清酒

と酒粕に分ける作業です。 

上槽を実施するタイミングの予測は難しいそ

うですが、今回、参加者たちが体験できるように

と、うまく祝日に合わせてくださいました。 

参加者たちは、濾すための袋に醪を 3～4ℓほ

ど入れて、槽（ふね）と呼ばれる機械に折り重ね

る作業を体験しました。 

今回、上槽を行った日本酒はさらに濾過・熟成

されてようやく完成となります。 

 

「いわきハタチ酒プロジェクト・第４期」  

～二十歳の年の、米作りから酒造り体験～  

「上槽（じょうそう）体験」  

https://www.facebook.com/iwaki20sake
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 今月11日、「あの日」から今年で11年が過ぎました。 

いわき市薄磯の「いわき震災伝承みらい館」（p.12地図

参照）では、震災の記憶や教訓を語り継ぐ取組として、復興

を応援するメッセージが書かれた黄色いハンカチが掲げら

れています。 

黄色いハンカチには、「未来への希望」「追悼の想い」

「震災の教訓」「いわきへのエール」など様々な想いが込

められています。 

夕方頃から、追悼や復興への想いを込めたメッセージが

記されたキャンドルが灯され、復興への願いが美しく輝い

ていました。               （企画部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立磐城農業高等学校（p.12 地図参照）は、採卵鶏（及び鶏卵）と肉用牛の２品目同時に JGAP

認証を取得しました。 

畜産での JGAP 認証は、いわき市内では初、県内農

業高校では２校目です。同校では、平成 30 年に米で

GAP 認証を受け、その後、トマト、ほうれんそう、日

本なしの認証を得ています。 

 同校の生徒は農業技術や経営を学んでおり、さらに

GAP の実践が加わることでより高い経営感覚をもっ

た人材に成長してもらえることが期待されます。 

 当所では、県中央家畜保健衛生所とともに畜産 GAP

の取組を推進し、取組農場を支援してまいります。 

（農業振興普及部） 

県立磐城農業高等学校が畜産の JGAP

認証を取得【２月 22 日（火）】  

（認証書を受け取る磐城農業高等学校の関係者） 

ふくしま追悼復興祈念行事が行われました 

（掲げられた黄色いハンカチ） 
 

（いわき震災伝承みらい館） 
 

（LATOV） 
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 令和４年３月をもって退職または転出するいわき農林事務所・水産事務所・水産海洋研究センターの職員は

以下のとおりです。今年度は大変お世話になりました。新たなステージでのご活躍をお祈りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

職名 氏名  職名 氏名 

所長 岡部 広承 

森林林業部 

副部長 佐藤 勝弘 

総務部 

次長兼総務部長＜退職＞ 酒井 浩樹 主査 大関 康二 

主査 丹野 利倫 技師 黒澤 文彦 

主事＜退職＞ 加藤 大貴   

企画部 

地域農林企画課長 倉沢 伸郎 

主任主査 小山 太郎 職名 氏名 

副主査 髙橋 元紀 所長 石田 敏則 

主事 佐藤 峻海 次長兼漁業振興課長 後藤 勝彌 

主事 梅宮 詩帆 副主査 川本 和宏 

農業振興 

普及部 

農業振興普及部長＜退職＞ 木村 昭則 主事＜退職＞ 千野 力 

経営支援課長＜退職＞ 大甕 祥子 専門員 坂本 純一 

主査 佐藤 雄一 副主査＜退職＞ 松本 陽 

主査 諸橋 武明 通信技師 山中 聖太 

技師 安田 貴則  

技師 長谷川 亮介 

技師 佐藤 寛人 職名 氏名 

専門員 荒井 義光 所長＜退職＞ 齋藤 健 

農村整備部 

副部長 山下 大進 副所長兼海洋漁業部長 川田 暁 

主任主査＜退職＞ 安齋 幸夫 主任研究員 岩崎 高資 

主査 新妻 敦 主査 吉田 治久 

主査 服部 浩一 主査 佐藤 良子 

技師 古川 豊 主査兼一等航海士 藤 健太郎 

技師 佐藤 友映 主査兼一等航海士 圓谷 啓 

専門員＜退職＞ 黒田 義夫 主査兼一等機関士 福林 悠 

研究員 金子 直道 

 

退職者・転出者一覧  

 

 

 

６ 

国道 

高速 

今月号に掲載した場所はここです！ 
いわき市 
ＭＡＰ 

① 農事組合法人 菊田の郷 助川農園（p.８） 

錦町馬場 163 

② 太平桜酒造合資会社（p.10） 

常磐下湯長谷町町下 92 

③ いわき震災伝承みらい館（p.11） 

薄磯３丁目 11 

④ 県立磐城農業高等学校（p.11） 

植田町小田名 60 

⑤ 株式会社いわきチョコレート（p.13） 

小名浜字丹波沼 61－１ 

 

➍ 

➌ ➋ 

➊ 

➎ 

＜水産事務所＞ 

＜水産海洋研究センター＞ 

＜水産海洋研究センター＞ 
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 日ごとに温かくなり、すっかり春らしい気候

となりましたが、皆さまいかがお過ごしでしょ

うか。 

 今年度もコロナ禍で様々な制約がありまし

たが、明るいニュースも多く掲載できました。 

 来年度も引き続き、いわきの農林水産業に関

する話題をお届けしますので、よろしくお願い

いたします。        （編集担当 Ｔ） 

 

こだわりと美味しさがつまった 
いわき自慢の６次化商品をご紹介します！ 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/iwnorin-k24836.html

